
業
務
の
状
況

　
平
成
26
年
度
の
患
者
数
の
状
況

は
、
入
院
患
者
数
が
延
2
万
８
０

４
１
人
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

し
て
１
６
０
３
人
減
少
し
、
１
日

平
均
の
入
院
患
者
数
は
、
４
・
４

人
減
の
76
・
８
人
で
し
た
。

　
ま
た
、
外
来
患
者
数
は
、
延
10

万
３
５
６
３
人
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
３
３
１
７
人
減
少

し
、１
日
平
均
の
外
来
患
者
数
は
、

４
２
４
・
４
人
で
し
た
。

決
算
の
状
況

　
平
成
26
年
度
の
病
院
総
事
業
収

支
は
、
２
億
６
８
０
２
万
６
８
１

５
円
の
純
損
失
で
し
た
。

　
収
入
に
お
け
る
医
業
収
益
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
８
・
５
％
減

の
26
億
６
０
３
７
万
５
０
２
１
円

で
、総
事
業
収
益
で
は
、６
・
６
％

減
の
30
億
４
２
４
０
万
３
３
８
円

で
し
た
。

　
一
方
で
支
出
に
お
け
る
医
業

費
用
は
、
前
年
度
と
比
較
し
2
・

7
％
減
の
30
億
３
１
０
２
万
５
３

６
５
円
で
、
総
事
業
費
用
で
は
、

0
・
8
％
増
の
33
億
１
０
４
２
万

７
１
５
３
円
で
し
た
。

　
収
益
で
は
、
そ
の
他
医
業
収
益

で
増
収
と
な
っ
た
も
の
の
、
患
者

数
お
よ
び
手
術
件
数
が
減
少
し
た

こ
と
に
よ
り
入
院
収
益
、
外
来
収

益
な
ど
が
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
医
業
費
用
で
は
、
退
職
手
当
負

担
金
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
職
員

給
与
費
が
減
額
し
た
ほ
か
、
患
者

数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
材
料
費
が

減
額
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
非
常

勤
医
師
の
増
員
に
よ
り
賃
金
が
増

額
し
た
ほ
か
、
地
方
公
営
企
業
会

計
基
準
の
見
直
し
の
影
響
を
受
け

減
価
償
却
費
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
賞
与
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
12

月
か
ら
3
月
ま
で
の
4
カ
月
分
の

賞
与
引
当
金
を
特
別
損
失
に
計
上

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
消
費

税
増
税
の
影
響
に
よ
り
控
除
対
象

外
消
費
税
雑
損
失
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

事
業
の
状
況

　
平
成
26
年
度
の
医
療
機
器
整
備

事
業
は
、
電
子
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム

一
式
、
超
音
波
画
像
診
断
装
置
、

心
電
計
な
ど
の
老
朽
化
し
た
機
器

を
中
心
に
整
備
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
保
小
見
川
総
合
病
院

の
建
て
替
え
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
病
院
が
担
う
べ
き
役
割
や
持
つ

べ
き
医
療
機
能
を
明
確
に
す
る
た

め
に
国
保
小
見
川
総
合
病
院
建
て

替
え
整
備
基
本
構
想
・
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

問国保小見川総合病院　総務課 ☎（82）0307

項　目 決算額 構成比
医 業 収 益 26億6,038万円 87.4％
医 業 外 収 益 2億9,235万円 9.6％
看護師養成事業収益 7,308万円 2.4％
介 護 保 険 事 業 収 益 1,658万円 0.5％
特 別 利 益 1万円 0.0％

合　　計 30億4,240万円 100.0％

■平成26年度収入　30億4,240万円

経営状況平成26年度

項　目 決算額 構成比
医 業 費 用 30億3,103万円 91.6％
医 業 外 費 用 9,884万円 3.0％
看護師養成事業費用 7,070万円 2.1％
介 護 保 険 事 業 費 用 1,489万円 0.4％
特 別 損 失 9,497万円 2.9％

合　　計 33億1,043万円 100.0％

■平成26年度支出　33億1,043万円

※各表の計数は表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一
致しない場合があります

　
認
知
症
の
人
を
温
か
く
見
守
り

応
援
者
と
な
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
養
成
し
て
い
ま
す
。「
認

知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」「
ど

う
接
す
れ
ば
い
い
の
？
」
と
い
っ

た
基
礎
知
識
が
学
べ
ま
す
。

■
日
時
　
平
成
28
年
１
月
16
日
㈯

10
時
～
11
時
30
分
　

■
場
所
　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

■
内
容
　
認
知
症
の
基
礎
知
識
や

接
し
方
、
予
防
の
方
法
な
ど

■
定
員
　
50
人

■
費
用
　
無
料

■
申
込
　
高
齢
者
福
祉
課
ま
で

認知症サポーター
養成講座を
開催します

問高齢者福祉課　☎（50）1208

国保小見川総合病院
地域医療を考える

接骨院・整骨院にかかるとき
　施術を行った柔道整復師に自己負担分を支
払い、残りの費用は柔道整復師が患者に代
わって療養費を保険者に請求する受領委任払
いが認められています。療養費支給申請書の
内容を必ず確認して、原則として自分で署名
するか、代筆の場合は押印します。
　なお、保険証が使えるのは、外傷性の負傷
によるものです。長期間施術を受けても痛み
が続く場合は、負傷が原因ではなく病気など

の要因も考えられます。一度医師の診察
を受けましょう。

はり・きゅう、マッサージの 
施術を受けるとき
　施術時にいったん全額を支払った後、
申請し、審査で決定されれば一部負担金
分を除いた額が払い戻されます。ただし、
鍼灸師などが患者に代わって保険者に請
求する場合もあります。

柔道整復師の施術は
保険が使える場合と
使えない場合があります

保険証が使えるもの 保険証が使えないもの（全額自己負担）

接骨院・
整骨院

捻
ねん
挫
ざ
・打撲・肉離れ

骨折・脱臼などの応急処
置

×疲労性・慢性的要因からくる肩こりや筋肉疲労
×�脳疾患後遺症などの慢性病や、症状の改善が見
られない長期の施術
×�保険医療機関（病院・診療所など）で同じ負傷
などの治療中のもの
×労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷

はり・きゅう
神経痛やリウマチ、五十
肩、腰痛などの慢性的な
痛みのある病気

×医師の同意がない場合
×�保険医療機関で同じ対象疾患の治療を受けてい
る場合

マッサージ
筋肉麻

ま
痺
ひ
や関節拘

こう
縮
しゅく
など

で、医療上マッサージを
必要とする場合

×医師の同意がない場合
×疲労回復や慰安が目的の場合

問市民課　☎（50）1228

領収証は必ずもらって保管しましょう
　医療費通知の金額と日数は保管している領収証で確認してください。医療費控除を受
ける際にも必要になります。また、後日施術日や施術内容をお尋ねする場合もあります。

　
受
講
後
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
し
と
し
て「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。
一
緒
に
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
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